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は じ め に
　1946年１月 1），現職代議士で連続当選６回の川島正次郎（旧政友会）が公
職追放となった。斎藤実内閣の岡田啓介海軍大臣の下（1932-34），海軍省
参与官を務めていたことによる。1951年６月の追放解除までの間，川島は
山海水産及び山王建設などいくつかの企業を経営し 2），“雌伏の時”を過ご
1）　小畑（1972）291頁。
2）　川島正次郎先生追想録編集委員会（1971）338頁。小畑（1972）186-187頁
によると，内務省属官時代に知遇を得た正力松太郎及び高橋雄豺が経営資金
の面倒を見ていたという。また草柳（1970）188頁によると，これら企業経
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した。そして1952年10月第25回総選挙で古巣の千葉県第１区から立候補し
（自由党），政界復帰を果たした。
　かつて筆者は戦前期総選挙における川島の“選挙構造”を分析した
が 3），本稿はそこで残された課題に対する回答の１つとなる。すなわち公
職追放の間，選挙区を同じくする他の戦前派代議士と比較しつつ，各種選
挙と川島の関係性を分析することによって，川島が戦後政治史への足掛か
りを掴んだ要因を探りたい。
　具体的素材は川島の公職追放期（1946-1951）に実施された３回の総選挙
（第22-24回），県知事選挙，県議会議員選挙，市長選挙とした。参議院議員
選挙は，総選挙と比較した場合，まだ党派化が進展していないことに加え
て，制度などの相違点が多岐に亘ることから，また川島の関与が確認でき
なかったことから，取り上げていない 4）。
　本稿の課題を巡る先駆的研究は，福永文夫（2001）である。福永は1928
年２月第16回総選挙～1958年５月第28回総選挙の議席率の変化，1946年４
月第22回総選挙～1949年１月第24回総選挙での戦後派議員の形成，1952年
10月第25回総選挙～1955年２月第27回総選挙での戦前派議員の復活を論じ
ると共に，その成果を地域レベル（兵庫県）でも検討した。福永の仕事は，
戦前と戦後における議会エリートの交代の諸相を明らかにしており，大き
な意義を持つ。しかし後述の通り，千葉県第１区では，その陰に戦前派代
議士が確かに存在し，身代わり候補を擁立するなど，自身の政治的影響力
の保持に努めていた。したがって代議士の交代が，即自に実質的支配者の
営は「見事に失敗」したという。
3）　本稿の戦前期に関する叙述は，全て車田（2015）に基づく。そこでは，代
議士の政治活動，県会議員との関係，立候補過程，選挙運動，選挙結果の５
点を“選挙構造”と定義した。
4）　参議院議員選挙の史的分析は，蓄積が浅い。そのような中，奥（2006）は
意欲的な試みの１つである。
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交代へと繫がらないのではないだろうか。
　また本稿のフィールドである千葉県に関しては，伊藤隆（1983）と中村
政弘（2007）が挙げられる。伊藤は主に統計的分析の結果，各種選挙を A
型（市町長選及び市町村議選─県議選─衆院選）と B型（参院選と知事選）に類
型化すると共に，それらの特徴をまとめ，さらに自民党候補者後援会によ
る有権者の組織化の様相も明らかにした。全体的に「保革対立」を強く意
識した時代の叙述だが，これらは現在も色褪せない有益な指摘である。し
かし川島の視点から各種選挙を紡いでいく本稿では，必ずしも A型と B
型の枠組みに囚われていない。
　一方，中村は県知事選挙や県議会議員選挙を視野に入れた上で，戦前派
代議士の退場及び戦後派代議士の登場過程を分析すると共に，公職追放が
千葉県政界に与えた影響も考察し，選挙過程における戦前期の推薦制の残
存，戦前派代議士による戦後政党への資金援助，県政主流派としての戦後
派に対する戦前派（川島）の抵抗などを通して，戦前からの政治構造や旧
政党の地盤が戦後も持続すると論じた。しかし筆者は，戦前期中選挙区制
度期の千葉県第１区の場合，地盤は“政党”よりも“代議士個人”で涵養
される側面が強かったと考えている。事実，川島自身，支持者個々人の存
在こそを「選挙地盤」 5）と捉えていた。「川島宗」 6）と形容された熱心な有権
者の存在は，その証左に他ならない。この感覚は川島だけでなく，他の戦
前派代議士にも共有されていることから 7），筆者は中村の視点と一線を画
5）　川島（1958）147頁。
6）　林（1959）22頁。
7）　例えば戦前期群馬県第１区代議士の清水留三郎（民政党）の場合，清水
（1952）208頁によると，「地盤は所属党派の地盤を根拠としたというより寧
ろ清水後援会の地盤であって，清水ファンの集りが私の選挙を有利に導いて
いた，硬い同志内の結合が私をして当選せしめていた」という。戦前の代議
士個人後援会に関しては，車田（2016）を参照。
140
する。
　そこで本稿に示唆を与えてくれたのが，手塚（2015）による旧政友会代
議士の加藤鐐五郎（愛知県第１区）を事例とした研究であった。手塚によ
れば，加藤は戦前期に陶磁器業界や医師会などの業界団体と結びつくと共
に，後援会である五月会を従え，戦後もそれを維持・更新したという 8）。
加藤と異なり，戦前期の川島の場合，それ程に業界団体（例えば東京卸売市
場関係者）との結びつきは強くなく，後援会組織（松戸町・君津郡・千葉郡）
も強固ではない。また車田（2013c，28頁）の指摘する通り，川島は東京味
噌醤油調味類配給統制組合及び東京酒販組合の理事長を務め，業界団体と
の関係性の深さを窺わせるが，翼賛選挙後の就任なので，戦前期の選挙に
は直接的影響を与えていない。“選挙構造”は類似していないものの，筆
者と手塚は問題意識を共有していると思われる 9）。
　なお新聞を多数引用したため，原則，紙名は略記した。併せて史料の引
用に際しては，読みやすさを考慮して，適宜，句読点を補った。
第１章　戦前から戦後へ
第１節　戦前期千葉県第１区の概要
　千葉県第１区（東葛飾郡・千葉郡・千葉市・市原郡・君津郡）は，リード
（2006，15頁）の指摘する通り，「M＋１の法則」（選挙区の有力候補者数「M
〔定数〕＋１」）の典型的選挙区だった。すなわち川島正次郎（政友会），京成
電鉄社長の本多貞次郎（政友会→政友本党→民政党→政友会），鈴木隆（政友
8）　手塚は，博士論文『近現代日本の政党と社会─利益団体・後援会との関わ
りを中心に─』（2015年度國學院大学大学院博士学位論文）として，それま
での研究を取りまとめた。
9）　ただし車田（2013b）で示した通り，加藤と比べて，川島は史料的制約が
大きい。
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会），多田満長（民政党），大蔵官僚（高等文官試験合格）の篠原陸朗（民政
党），この５人の有力候補者が４議席を巡り，鎬を削った。しかし鈴木の
選挙違反での収監（1936年８月）及び本多の逝去（1937年２月）後，名望家
の成島勇（民政党県会議員）の登場により，「M＋１」が崩れ，川島，多田，
篠原，成島の４人が議席を独占した。
　川島は連続当選６回（1928-42），本多は１回の落選（1930）を挟んで通算
当選５回（1920-36），鈴木は連続当選５回（1920-30），多田は連続当選５回
（1930-42），篠原は１回の落選（1932）を挟んで通算当選４回（1930-42）の
実績を持つ。大きく地盤を括ると，東葛飾郡が川島・本多・篠原・成島，
君津郡が多田，市原郡が鈴木となる。翼賛選挙では，多田・成島・篠原が
推薦候補，川島・成島が非推薦候補となり，敗戦後の彼らの動向を規定す
ることとなった。
第２節　敗戦直後の代議士
　千葉県第１区の主役は，非推薦候補の川島正次郎と成島勇だった。まず
川島の動向から確認しよう。松戸警察署長によると，川島は1945年９月15
日14時から流山町国民学校で時局懇談会を開催しており，警察はこれを
「総選挙」の「準備」として認識した 10）。同じく松戸警察署によると，同
月20日に船橋市内で県会議長の青木泰助（安房郡選挙区）や船橋市会議員
40名と懇談会を開催しており，警察はこれを総選挙に向けた「事前運動」
と認識した 11）。戦前期の青木は本多貞次郎の系列下だったが，その死後，
10）　「特高第六号　時局懇談会ニ関スル件」（国立公文書館蔵「返青3A-15-8-
3」）。なお，この史料は財団法人千葉県史料研究財団（2009年）97頁でも一
部引用されている。
11）　「特高第一〇四五号　代議士ノ言動ニ関スル件」（国立公文書館蔵「返青
3A-15」）。なお，この史料は財団法人千葉県史料研究財団（2009年）97頁で
も一部引用されている。
142
京成電鉄社長の後藤國彦（翼賛選挙千葉県第１区推薦候補も５位落選）や旧政
友会の中村庸一郎（翼賛選挙千葉県第３区推薦代議士）とも繫がる「如才の
ない」人物で（『毎日』1946年４月19日千葉版），川島とも関係を築いていた。
青木が安房郡選挙区でありながら，安房郡と船橋郡に「地盤」を持つこと
から（『千葉新聞』1947年３月20日），川島はその集票力を利用しようとした
のであろう。川島は“代議士─県会議員─市会議員”なる戦前期同様の支
持基盤に依拠しながら，戦後の総選挙の準備を進めていた。
　所属政党に関して，池田（2009，100頁）は次の通り指摘する。すなわち
1945年10月１日の八幡警察署の報告書によると，川島は日本進歩党や日本
自由党のどちらにも属さず，「いま新党を結成しても党の主体たる代議士
は旧政党人で国民の期待にそうものではない」ことから，「選挙法の大改
正を行い，つぎの総選挙で国民の総意により刷新された議員をもって実力
ある新党を結成すべきだ」との理由から，無所属を選択したという。警視
庁「新党問題を繞る各会派の動向に就て（一九四五年九月十七日）」を見る
と，当時の川島は「革新的有力政党樹立ノ運動」 12）に携わっていたが，実
現できない状況にあった。戦前期６回連続当選を重ねた川島だからこそ，
個人の力で総選挙を勝ち抜き得ると考え，無所属の決断を下したのであろ
う。そこで川島は戦前期からの盟友で前県会議員（旧政友会）川口為之助，
自身の系列下の県会議員（旧政友会）松本栄一と共に，千葉県に立脚した
「保守を中核とする民主化運動」 13）計画を構想する。戦前期に積み上げた
自身の政治的資源を背景として，川島は戦後政治への足掛かりをつかもう
としていた。
12）　粟屋（1981）35頁。
13）　黒川（1968）219頁。ただし，その詳細は不明である。推測だが，後述の
通り，次第に川島・川口・松本は自由党にシフトしていくことから，この運
動は雲散霧消したのであろう。
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　川口との出会いは1928年２月第16回総選挙に遡るが，川島が「川口さん
の政治経歴は，そのまま私の政治経歴でもあります」 14）と回想する通り，
また「県政に何等の縁故をもたぬ川島正次郎氏が卒然として立候補し，代
議士商売を続けることができたのも，けだし彼の築き上げた地盤と信用と
をバックにしたからで，川島にとっては川口大明神である」 15）と評された
通り，両者の紐帯は極めて強かった。千葉県の戦後政治は両者によって彩
られるはずであったが，前述の通り，川島は公職追放となる。以後，「保
守を中核とする民主化運動」グループは，川口が会長，松本が幹事長を務
め，千葉寺町の寺院や稲毛の浅間神社の座敷などで会合が持たれた。川島
は実質的「指導者」 16）と位置づけられ，このグループの会合には必ず出席
していた。
　前後して1945年11月９日，鳩山一郎を中心に自由党が誕生した。すると
「川島氏に檜舞台がめぐってきた（中略）川島氏は中央の自由党の陣立て
に多忙を極め，鳩山一郎らとしきりに往来」 17）するようになったという。
戦時期，川島が政友会革新派（中島知久平派）→翼賛政治会→大日本政治
会で活動していたことを踏まえると，むしろ彼は自由党ではなく，進歩党
に連なる系譜に位置する。事実，黒澤（2011，178頁）の指摘する通り，進
歩党結成（特に総裁選出）を巡る混乱の中，川島は近衛文麿を党首とする
新党工作に携わっていた 18）。それが失敗に終わり，鳩山に接近したのであ
ろう。
　しかし鳩山の日記を見ると，この時期，両者の接触した形跡がない 19）。
14）　川口為之助先生寿像建設委員会（1962）245頁。
15）　菅谷（1947）10頁。
16）　黒川（1968）219頁。
17）　川口為之助先生寿像建設委員会（1962）97及び99頁。
18）　渡辺（1958〈2014復刊〉）204頁。
19）　粟屋（1981）所収の日本自由党結成関連史料を見ても，一切，川島の名は
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そもそも戦前期の川島は，政友会鈴木喜三郎派→鳩山派から次第に距離を
取り，最終的には対立する中島派の幹部となった。つまり戦前期の鳩山と
川島は，相容れない関係だった。ここで川口が動く。鳩山の日記を見る
と，1945年10月29日（不在で会えず）と11月７日（自由党設立準備懇談会の開
催日），鳩山の下を訪れている 20）。川島は川口を通して，鳩山に接近してい
たのではないだろうか。戦前期，川島は「人には誰にでも欠点がある，そ
の欠点を一々取り上げていたら文句ばかり言っていなければならない，だ
から欠点は忘れて，その人の良いところを見て付合はなければならない」
と語ったように（『東京朝日新聞』1937年４月28日千葉版），人間関係にこだわ
りを見せない気質だった 21）。51歳で連続当選６回の実績を持つも，大臣経
験のない川島は 22），迷いながらも 23），未来を鳩山に賭け，自由党に接近し
たのである。後述の通り，公職追放解除後の1951年８月，川島は自由党に
入党するが，その環境はこの時以降，積み上げられてくのであろう。
　一方，成島も川島と同様の動きを見せる。松戸警察署によると，成島は
９月28日17時，松戸町の料亭で約25名と飲食・雑談をしたという。この25
名には代議士５～６人が含まれていたが，その氏名については「不明」
で，残りは代議士の「取巻連中」に過ぎないものの，警察はこれを「来ル
ベキ解散総選挙ヲ目指シテノ選挙対策」と認識した 24）。この25名の代議士
登場しない。
20）　伊藤・季武（1999）409及び411頁。
21）　車田（2013a）で指摘した通り，これは1960年自民党総裁選挙でも発現し
た。
22）　馬渡（2010）204頁によると，当選６～９回の代議士が閣僚・ベテランク
ラスに位置するという。
23）　「無所属」で「確実」に立候補と報じる記事もある（『毎日』1945年11月28
日千葉版）。
24）　「特高第一一一号　代議士ノ動向ニ関スル件」（国立公文書館蔵「返青3A-
15」）。なお，この史料は財団法人千葉県史料研究財団（2009年）97頁でも一
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が千葉県内の代議士か否か，旧民政党系か否かは不明だが，成島も戦後政
治を射程に入れ，立候補を考えていた。ただし当初は自由党と進歩党で迷
い（『毎日』1946年１月５日千葉版），次第に進歩党に傾いていった（『毎日』
1946年２月１日千葉版）。
　推薦候補だった旧民政党の多田及び篠原は表立った動きを見せないが，
両者とも進歩党から立候補する意向だった（『毎日』1945年11月28日千葉版）。
また元代議士（旧政友会）の鈴木隆（鎌倉ホテル社長）も進歩党から「出馬
予想」と報じられていた（『毎日』1946年１月５日千葉版）。ただし警視庁「鳩
山派の新党準備運動の現況に就て」 25）によると，鈴木は自由党の創立準備
会に「参加確実」とあるので，そこから進歩党に乗り換えたのであろう。
川島とは逆で，鈴木は進歩党に未来を賭けていた。
　以上，千葉県第１区の戦前派代議士は全員，立候補を模索し，戦後政治
の舞台に上がろうとしていた。しかし前述の通り，川島は公職追放で立候
補を断念すると共に，多田と篠原も推薦候補だったことから立候補資格を
失った（『読売』1946年２月12日千葉版）。また成島も翼賛政治会農林部幹事
を務めていたことから，一時，追放の危機を迎える（『読売』1946年２月23
日千葉版）。最終的に成島は追放を免れたので（『読売』1946年３月８日千葉
版），彼を除き，誰一人として立候補できない事態に追い込まれたのであ
る。千葉県農会長にも再選された成島は（『毎日』1946年３月24日千葉版），
当選回数が２回と最も少ないものの，この選挙区の政治的中核に躍り出
た。
第２章　戦後初の第22回総選挙
　幣原喜重郎内閣の下で実施された戦後初の総選挙（1946年４月30日）の特
部引用されている。
25）　粟屋（1981）52頁。
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徴の第１は，女性参政権が実現し，有権者数が約３倍に激増したことであ
る。特徴の第２は，戦前期の中選挙区制から大選挙区制へ変更すると共
に，３名連記式が導入され，多くの新人が立候補する環境だったことであ
る。2,770人が466議席を争い，日本自由党141・日本進歩党94・日本社会
党91議席となった。この後，幣原内閣は総辞職し，自由党の吉田茂が組閣
する。
　千葉県では84人が13議席を争い，自由党６・無所属３・進歩党２・社会
党１・諸派１議席となった。この中に，戦前派代議士の身代わり候補がい
た。戦前派代議士は「節操を欠く戦犯者　各処で堂々？選挙演説」（『千葉』
1946年３月30日）及び「前推薦代議士が運動員となり新人裏面のかげに踊
ってゐる」（『読売』1946年４月５日千葉版）と報じられた通り，彼らは候補
者擁立や選挙運動を通して，自らの政治的影響力を保持し続けようとす
る。
　本来であれば，後述する成島勇のように，血縁者を擁立した方が，自身
の政界復帰に繫がり易い。しかし川島正次郎の先妻（1928年死去）と実子
（1932年死去）は既にこの世に亡く，前提条件が異なっていた。戦前期に君
津郡川島後援会長を務めた黒川鍋太郎（専修大学の同期）によると，川島は
川口為之助と共に前述の松本栄一（自由党），元報知新聞社論説委員の寺島
隆太郎（無所属），東京帝国大学法学部卒で運輸省勤労局鉄道官（高等文官
試験に合格せず）の藤田栄（無所属），長生郡選挙区の戦前派県会議員であ
る木島義夫（自由党）の４人を推した 26）。山村（1988，294頁）によると，川
口は千葉県の自由党候補者の公認権を任されていたことから，川島は川口
の存在を背景に，複数候補の擁立という保険を掛けたのであろう。
　川島の身代わり候補４人を確認したい。松本は川島の系列下の戦前派県
26）　黒川（1968）220頁。なお『読売』1946年３月３日千葉版によると，川島
は寺島と藤田を推したという。
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会議員として，川島の地盤を引き継いだ候補である（『千葉』1946年３月24
日）。当初，「千葉民主」（『千葉』1946年３月12日）なる団体から立候補予定
だった。千葉民主の詳細は不明だが，恐らく前述の「保守を中核とする民
主化運動」グループの団体名と思われる。しかし実際には無所属で立候補
しており，千葉民主は実態ある組織に成長していなかったようである。松
本は19,894票の30位で落選し，身代わり候補から代議士へと昇華できなか
った。その後，松本は12月15日の自由党船橋支部結成大会で支部長に就任
し（『千葉』1946年12月17日），後述の船橋市長選挙に挑む。
　寺島と木島だが，両者とも出生地は第２区の香取郡及び長生郡で，戦前
期の川島の選挙区（第１区）ではなかった。寺島は「川島派」だが（『千葉』
1946年３月24日），実際の得票数を見る限り，彼らに川島の大きな影響力は
見出し難い。例えば寺島は第１区相当地域から827票しか獲得しておらず，
地元香取郡18,501票と比べても，勝敗の行方には関係のないレベルに留ま
る。寧ろ木島が第１区相当地域から7,286票（全得票数の18.9％）も獲得して
いた。得票数から見た場合，寺島と比べて，木島の川島への依存度は高
い。最終的に寺島は41,009票の12位で，木島は38,576票の13位で当選し，
彼らは身代わり候補から代議士へと昇華を遂げた。しかし戦前期の木島は
大政翼賛会長柄村支部長を務めており，公職追放で失職する。また寺島は
民主党に入り，次回総選挙では香取郡を含む第２区から立候補する。木島
と寺島は，本当の意味での身代わり代議士たり得なかった。
　最後に藤田だが，川口の別の伝記は「川島氏がやがて解除になる日に備
え，地盤を擁護するために立てた身替わり候補」 27）と捉えている。実はこ
の藤田，藤田組の「御曹司」でもあった（『毎日』1946年４月19日千葉版）。
実際，『千葉県報』6096号（1946年５月８日）を見ると，藤田の選挙資金は
27）　川口為之助先生寿像建設委員会（1962）103頁。
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22,896円で，全85人候補者中４位であった。さらに川島は第16回を機に購
入していた君津郡長浦村勝下の邸宅兼「連絡所」を15万円で売却し，選挙
資金を捻出した 28）。藤田の選挙資金は，藤田と川島の相互負担で用意され
たものであった。その藤田は，選挙戦を次の通り回想する。
或る演説会では「もっと頭を上げろ」といはれたので，何気なく頭を
上げたら今度は「キョロキョロするな」ともいはれた。先輩に聞いた
ら素人だから一々気にして引きずられるのだと笑はれた（『毎日』1946
年４月３日千葉版）
つまり藤田は政治的には全くの素人で，身代わりには最適であった。その
ような両者の接点は不明だが，藤田は川島の居住地（東京府大森区山王）の
すぐ近くの新井宿に住んでいたことから，地域社会が両者を結びつけてい
たのかもしれない。しかし思想的には，川島と軌を一にしない。『千葉』
1946年４月22日は，次の２点を報じた。第１は，藤田自身が思想的には日
本社会党の「スポークスマン」で中央執行委員の水谷長三郎（京都府第１
区）の影響を受けていたことである。第２は，藤田は当初，郷里広島県か
らの立候補を希望していたものの，地元の社会党関係者が「落下傘候補」
を忌避していたことである。藤田は立候補の時点で，川島の身代わりであ
り続ける可能性が極めて低かったといえよう。
　さて『毎日』1946年３月30日千葉版，『毎日』1946年４月５日千葉版，
『毎日』1946年４月11日千葉版で当選確実と報じられた藤田は，有利に戦
いを進めた。結果，合計41,993票の11位で初当選の栄冠をつかむが，ここ
には川島の影響力を見出せる。例えば藤田は木更津市有吉通りにも「事務
28）　林（1971）205頁。
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所」を設けていたが（『千葉』1946年３月27日），この地は戦前期に川島が個
人後援会を結成した地域でもあり，縁は深い。加えて藤田は，自身に関係
ある鉄道関係の業界団体の支援も受けていた（『千葉』1946年４月６日）。藤
田の初当選後，木更津駅長兼木更津自動車社長が喜びのコメントを寄せて
いるのは（『千葉』1946年４月16日），その証左である。川島と鉄道関係者の
支援により，藤田は君津郡から8,564票，木更津市から2,475票を獲得した
のである。
　しかし前述の通り，藤田は社会党に近かった。
無所属で立た藤田さんの政治的立場はどんなものであらうか，彼の思
想的立場からいへば，社会党へ入党するのが自然だらうが，いささか
でも川島氏の息がかかってゐるからにはさう簡単にもゆくまい（『千
葉』1946年４月22日）
この危惧は，藤田が当選早々に「青壮議員クラブ」を立ち上げたこと（『毎
日』1946年５月７日千葉版），「社会党の左派的性格」の新光クラブに属した
ことで（『千葉』1946年６月22日），現実のものとなる。さらに明治憲法の改
正を目の当たりにした藤田は「戦争放棄」を掲げ，「社会党」入党の気配
を見せた（『千葉』1946年７月８日）。最終的に川島と藤田は袂を分かち（『読
売』1947年３月14日千葉版），次回1947年４月第23回総選挙で藤田は郷里の
広島県第１区から立候補（社会党），当選した 29）。川島は前述の木島と寺島
に続き，ここでも身代わり代議士を失ってしまったのである。
29）　坂本（1985）を見る限り，藤田は千葉県の社会党とは関係を持っていな
い。その後，藤田は政界を去り，一郎と改名。藤田組副社長，広島バス会
長．藤栄工業，藤栄林業の社長を務めた。参議院議員（1983年12月補欠選挙
当選）の藤田栄（自由民主党）とは同姓同名の別人である。
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　一方，唯一の戦前派代議士成島は，当選２回で早くも進歩党総務及び千
葉県支部長を務めるなど，県政界の機軸となっていた。インフレと飢饉の
防止を公約に掲げ（『毎日』1946年４月６日千葉版），自身が会長を務める千
葉県農業会の組織票に支えられた結果（『読売』1946年４月７日千葉版及び
『千葉』1948年12月30日），95,553票を集め（第１区相当地域だけで65,332票），
２位で当選した。戦前期総選挙では見られない農業団体との結びつきを深
めた成島は，“支持基盤の複線化”を実現しつつあった。当選後は飢饉問
題が重要と語り，公約の実現に意欲を見せる（『読売』1946年４月20日朝刊）。
また進歩党の政務調査会長に就任し，三役入りを果たす（『朝日』1946年６
月28日朝刊）。しかし戦前期に大政翼賛会富勢村支部長を務めていたことか
ら，成島も公職追放され，県農業会長も辞任した（『読売』1946年11月23日
千葉版）。
　残りの戦前派代議士を見よう。特に進歩党は「追放令により出馬が出来
なくなった前代議士の地盤擁護」の方針を掲げ，身代わり候補の擁立を決
定した（『千葉』1946年３月28日）。篠原陸朗は進歩党の福地新作（東葛飾郡選
挙区の戦前派県会議員）と増田栄一（千葉市選挙区の戦前派県会議員）を擁立す
る（『読売』1946年３月３日千葉版及び『千葉』1946年３月24日）。しかし「『市
川の福地』であり，『千葉の増田』」に過ぎなかったことから（『千葉』1946
年４月16日），福地は21,434票の26位で落選，増田は20,381票の28位で落選
する。川島と異なり，篠原は身代わり候補の当選を演出できなかった。ま
た多田満長は当初，身代わり候補を出す予定だったが（『読売』1946年３月
３日千葉版），最終的に身代わりを出さずに引退することとなった（『千葉』
1946年３月27日）。理由は不明だが，以後，彼の名は登場しない。鈴木隆も
進歩党から立候補し，供託金没収は免れたものの，14,840票の38位で落選
した。連続当選５回の実績を持つ元代議士だが，「すでに時代の人ではな
い」（『千葉』1946年４月16日）との評価は，正鵠を得ていた。
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第３章　選挙の季節──1947年４月
第１節　県知事選挙
　1946年９月，東京都制及び府県制の改正により，官選知事の民選制（公
選制）が導入された。そして1947年５月３日，地方自治法の施行により，
従来の地方制度は廃止された。いわば新しい地方政治の枠組みが確立する
中，1947年４月５日に最初の民選知事選挙及び民選市長選挙，30日に県議
会議員選挙が実施された。二元代表制により，首長と議会の関係性は変化
することから，地方政治は大きな転換点を迎えていた。
　当初，知事選挙に意欲を見せていた成島勇だったが（『朝日』1947年１月
５日千葉版），前述の公職追放で断念する。以降，日本自由党支部長の片岡
伊三郎（第３区）と日本進歩党支部長の成島が前述の川口為之助の“保守
相乗り”共立を模索していた。しかし両党とも「不満の分子」が反対し
（『千葉』1947年３月20日），その構想は頓挫した。「『川口氏当選の暁は織田
氏を副知事にする』という条件」（『読売』1947年４月18日千葉版）でも両党
は折り合わず，自由党は単独で川口を擁立した。進歩党は青木泰助ら代議
士との協議を経て（『朝日』1947年３月19日千葉版），現職山形県知事の織田
智（元千葉県経済部長）を擁立した。第１回千葉県知事選挙は，保守分裂選
挙として展開する 30）。
　ただし川口自身は立候補に乗り気でなかった。湯浅（1983，75頁）によ
ると，1978年８月，前述の松本栄一にインタビューした際，川島が立候補
届を「かまわないから出してしまえ」と松本に指示し，外堀を埋めたとい
う。第５代政友会千葉県支部長を務めた戦前派代議士の今井健彦（第２区）
30）　曽我・待鳥（2007）８頁や馬渡（2010）43頁によると，特に1955年以前の
地方政治では保守分裂選挙が多かったという。後述の通り，次回1950年12月
千葉県知事選挙も保守分裂選挙となった。
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も「みずからすすんでその座を目ざして行動に移ったのでなく，全く周囲
から無理に推され断わり切れなくなってやむなくミコシを挙げた」 31）と川
口の立候補の経緯を回想している。川島は，川口擁立の陰の立役者だっ
た。ここに竹尾弌（第２区代議士）と川口の旧友で弁護士の石橋信（旧政友
会の戦前派県会議員〈香取郡選挙区〉）の強い説得が加わり 32），川口は立候補
を決断した。この他，佐原高等女学校長の山口久太（社会党），千葉県共産
党再建委員会委員の萩原中（共産党），党政策調査会幹事長の金子泰蔵（国
民協同党），石井一（無所属）も立候補した。
　選挙運動を見ると，戦前派代議士の中で唯一，川島の動向が確認でき
る。川島は「追放の身であったが，当時の恩がえしもあるので，万難を排
して川口さんを知事に据えようと東奔西走した」 33）と回想する。前述の通
り，両者の出会いは第16回総選挙に遡り，爾来，川口は川島を支えてき
た。この恩義に報いるためであった。ただし残念ながら，具体的な内容は
分からない。川島が GHQから「厳しい調べ」 34）を受けたことから，川口
を全面的に支援し，彼を当選せしめる原動力の１つとなったことは間違い
ない。それは，得票数に反映される。例えば『読売』1947年４月８日千葉
版を見ると，川島の選挙区（第１区）内の千葉市，船橋市，市川市，松戸
市，千葉郡，東葛飾郡，市原郡では全て川口の得票が織田のそれを上回っ
た。川口と織田は接戦で，川口は198,408票で１位になるも，法定得票数
（有効投票数の８分の３以上）に届かなかったため，４月15日，２人の決選投
票となった。結果，川口が284,321票を獲得し，約４万票差で初代民選知
事の座を勝ち取った。
31）　川口為之助先生寿像建設委員会（1962）177-178頁。
32）　林（1959）18頁。
33）　川口為之助先生寿像建設委員会（1962）170頁。
34）　川島正次郎（1958）147頁。
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　馬渡（2010，17頁）が指摘する通り，知事は県政の方針を決定し，県庁
の官僚組織と財政を押さえ，県政を推し進めていくアクターである。その
ポストを自身の支持基盤から輩出したことから，千葉県政における川島の
影響力は，担保される環境にあったといえよう。
第２節　第23回総選挙
　1947年３月の選挙法改正で再び中選挙区制単記式に戻り，第１次吉田茂
内閣（日本自由党）の下，前述の知事選挙に続き，４月25日，第23回総選
挙が実施された。その結果，日本社会党143議席・自由党131・民主党（日
本進歩党の後継政党）124・国民協同党31議席となり，吉田内閣は退陣した。
代わって社会党の片山哲を首相とする民主党及び国民協同党の連立内閣が
成立する。
　千葉県では，戦前期第１区を構成していた君津郡及び木更津市が第３区
に移された。新千葉県第１区は，16人の立候補者が４議席を争った。結
果，自由党２・民主党１・社会党１議席となった。川島正次郎は前述の県
知事選挙と同時並行して，大きく総選挙に関与する。候補者を見ると，川
島と成島勇の身代わり候補だけが確認できる。第22回総選挙で３人の身代
わり代議士を失った川島だが，今回も複数人を擁立した。不測の事態に備
えたのであろう。
　１人目は，自由党から擁立した，渋谷ゴム工業社長で松戸市出身の渋谷
雄太郎（60歳）である。川島や川口の伝記に彼の名は登場しないが，「川
島の地盤を引継いだ」との報道を見る限り（『読売』1947年４月24日千葉版），
渋谷は川島の身代わり候補として位置づけられる。渋谷はその出自を活か
して，比較的潤沢な選挙資金を用意していたようである。例えば『千葉県
報』号外（1947年５月23日）によると，渋谷のそれは38,214円であり，第１
区の候補者44人中16位となる。「こつぜん」と立候補した渋谷は（『朝日』
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1947年４月27日千葉版），地元松戸市3,099票を始め，東葛飾郡5,588票，市川
市4,709票など，合計20,376票の４位で当選を果たした。
　２人目は，川島の盟友川口為之助が自由党から擁立した，多田勇（39歳）
である。千葉郡亥鼻町出身の多田は県日用品雑貨商業協同組合専務理事を
務めていたことから，業界票を背景として，川口の「地盤の踏襲」 35）に努
めた。「同志であり大先輩である川口為之助のために自分の演説会を犠牲
にしてまで弁じたてた」 36）など，両者の結びつきは強かった。川島の「縁
故」で市原郡の票に依拠したことから（『朝日』1947年４月25日千葉版），多
田は同時に川島の身代わり候補ともいえよう。多田は選挙資金も潤沢で，
やはり『千葉県報』号外（1947年５月23日）によると，第１区中で第１位の
50,000円を用意した。多田は地元千葉郡6,819票を始め，隣接する千葉市
9,319票，市原郡7,145票など，合計27,558票で３位初当選を果たした
　２人の当選を演出した川島は，彼らに寄り添う。例えば千葉県知事を３
期12年（1963-1975）務める友納武人は，次のように回想した。
私が川島先生に最初にお目にかかったのは，終戦直後の昭和二十二年
頃で，ちょうど私が厚生省の課長をしていた時でした。先生は追放中
で，ある代議士と一緒にお見えになりましたが，私は，ああこの方が
海軍参与官をなさっていた川島先生だなと思いました。御用件は，船
橋市の海神にあった先生の土地二千坪を当時船橋市長であった松本先
生の御依頼で，病院を建てるために厚生省が買い上げたことに関して
でありました 37）
35）　黒川（1968）225頁。
36）　「人物評」（日本自由党中央機関紙『再建』1947年４月号）45頁。
37）　川島正次郎先生追想録編集委員会（1971）172頁。
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「ある代議士」は不明だが，川島が同行し，第１区内の船橋市の事柄が話
題になっていることから，恐らく渋谷か多田と思われる。公職追放の身で
ありながら，代議士と共に厚生省本省の課長に面会したことから，その存
在感は色褪せていない。これも身代わり候補の当選を演出し続けていたか
らに他ならなかった。
　しかし渋谷も多田も，いつまでの川島の身代わりに甘んじていた訳では
なかった。特に第１区の場合，『毎日』1947年４月28日千葉版の通り，弁
護士の柳澤義男（40歳）が勢力を伸ばしていた。柳澤は20,242票の５位
（134票差の次点）で落選するが，次回総選挙では力を蓄え，初当選の栄冠
をつかむ。だからこそ渋谷も多田も，自らの支持基盤を充実させていく。
例えば渋谷は市川市商工会議所会長に就任すると共に（『千葉』1948年11月
４日），ゴム関連の業界団体の役職を数多く務め（東京ゴム同業組合長・東京
ゴム製品工業理事長・日本再生ゴム材料卸商業組合理事長・日本ゴム工業協同組合
副理事長），業界票の足場を固めつつあった。また次回総選挙後だが，柳澤
と渋谷は選挙区内の松戸市商工会議所を支持基盤に組み込むべく，その系
列化を競い，最終的に２つの商工会を形成した（『朝日』1949年５月27日千葉
版）。加えて両者は東葛飾郡でそれぞれ個人後援会を組織し，「いがみ合っ
ている」状態にあった（『朝日』1951年４月18日千葉版）。一方，多田もこの
選挙の過程で個人後援会を結成し，「貧乏な多田のためにすすんで資金を
拠出」 38）する支援者を組織化した。前述の巨額な多田の選挙資金は，この
ような支援者の存在を抜きにしては欠かせない。総じて渋谷も多田も“支
持基盤の複線化”を志向し，川島からの自立を目指していたのである。
　最後に公職追放で立候補できなくなってしまった成島だが，身代わり候
補として妻の憲子（50歳）を擁立した。当初は「追放該当者の近親は遠慮
38）　香取（1949）５頁。
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すべし」との世論もあったが（『千葉』1947年３月29日），結局は彼女が民主
党から立候補する。ただし，ここで「篠原代議士を担った有力者が絶対に
支持」との報道に注意したい（『千葉』1947年４月23日）。つまり地方議員や
名望家などの有力者は身代わり候補を擁立できない篠原陸朗を見限り，旧
民政党の流れを汲む民主党の憲子に合流したのである。いわば憲子は夫の
勇の支持者に加え，戦前期の篠原の支持者をも基盤とした。その結果，
34,809票の１位で当選した。鈴木隆は今回も民主党から立候補した。「最
後の御奉公」（『千葉』1947年４月25日）と題した立候補広告を新聞に掲載し，
政界復帰を目指したものの，3,235票の16人中13位で惨敗した。
第３節　市 長 選 挙
　【船橋市】
　「成島直系」で現市長の高橋恒治の立候補が噂されたが（『千葉』1947年
２月17日），実現しなかった。そこで前述の松本栄一が立候補し，４月５日
に当選した。続く30日の市議会議員選挙では，無所属19・民主党７・自由
党６・社会党２・諸派２の議席構成となり（『読売』1947年５月３日千葉版），
まだ地方議会の政党化が進展していない中，４年間の松本市政が始まるこ
ととなる。間接的なレベルだが，川島正次郎の影響力は担保される環境で
あったといえよう。
　【市川市】
　立候補が噂されていた高原正高（日本自由党市川市部長）が「つぎの衆議
院に立候補するため」に出馬せず（『千葉』1947年２月18日），初代官選市長
の浮谷竹次郎（無所属）が立候補した。戦前期の川島のライバル本多貞次
郎の娘婿浮谷から見ると，「政敵」川島は「決して愉快な存在」ではなか
った 39）。したがって浮谷は川島の系列下の人物ではない。自宅に事務所を
設置し，宣伝カー，街頭演説，戸別訪問によって有権者の支持を集めた浮
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谷は 40），初代民選市長として返り咲いた。続く30日の市議会議員選挙では，
無所属23・民主党５・自由党４・社会党４の議席構成となり（『読売』1947
年５月３日千葉版），船橋市同様，まだ地方議会の政党化が進展していない
中，川島の影響力の及び難い４年間の浮谷市政が始まることとなる。
　【松戸市】
　「川島派の総帥」で元県会議員の梨本太兵衛（自由党）と元東葛医師会会
長で市議会議長の恩田明（無所属）の事実上の一騎打ちとなった（『千葉』
1947年３月20日）。梨本は1932年２月第18回総選挙を除き，一貫して川島の
選挙事務長を務めた人物で，川島の系列下の代表格である。また恩田も
1924年５月第15回総選挙などで川島を支援していたことがあり，奇しくも
川島に縁ある者同士の対決となった。結果は，「医師会をバック」にした
恩田が梨本を破った（『朝日』1947年４月３日千葉版）。続く30日の市議会議
員選挙では，無所属24・自由党４・民主党１・社会党１の議席構成となり
（『読売』1947年５月３日千葉版），船橋市と市川市同様，まだ地方議会の政党
化が進展していない中，４年間の恩田市政が始まることとなる。船橋市に
は及ばずとも，川島の影響力が担保される環境であったといえよう。
第４節　県議会議員選挙
　既に前年から，自由党及び日本進歩党の代議士が候補者の「物色」に取
り組んでいた（『読売』1946年８月12日千葉版）。戦前期と変わらず，代議士
が県議会議員候補者の擁立を目論んでいたのである。しかし戦前派代議士
39）　フット &ヘッド（1990）65頁。第16代市川市長の鈴木忠兵衛によると，
浮谷「市長には『川島ニクイ』というところが確かにあった。だけど，どう
しても頭を下げなくてはならないときがあった。そのときは本当に辛かった
と思う」（同235頁）と回想する。
40）　フット &ヘッド（1990）153頁。
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の場合，船橋市選挙区で動いた成島勇を除き，その名が確認できなかった
（『読売』1946年12月10日千葉版）。すなわち前述の第22回総選挙の際，成島陣
営の支出責任者を務めた丸山留吉（民主党）は，彼の地盤を「バック」 41）に
立候補し，有利に選挙戦を進めた。結果，４月30日，丸山は9,633票で１
位当選を果たした。車田（2013d，42頁）の指摘する通り，代議士と県議会
議員選挙の基本的関係は戦後も変化がなかったといえよう。
　選挙後の県議会の議席構成を見ると，60議席中，自由党が27議席を占め
ると共に，中村（1988，269頁）の指摘する通り，次第に国民協同党と無所
属議員が準与党化傾向を示した。川島の影響下にある川口県政の安定化に
繋がる環境は，ここに整えられたのである。
第４章　第24回総選挙
　1948年３月，炭鉱国家管理法案を巡り崩壊した片山哲内閣の後，同じ枠
組みで芦田均（民主党）が連立内閣を組閣した。しかし10月，昭和電工疑
獄事件を契機に芦田内閣も退陣してしまう。新しく第２次吉田茂内閣（民
主自由党〈日本自由党の後継政党〉）が誕生し，少数与党のまま，総選挙を迎
えた。結果，民主自由党264・民主党69・社会党48議席となり，翌月，第
３次吉田内閣がスタートした。
　千葉県第１区は，民自党圧勝の潮流の中，同党が４議席を独占した。今
まで同様，川島正次郎と成島勇だけが身代わり候補を擁立する。しかし前
述の渋谷雄太郎や多田勇が川島からの自立を目指していたことから，彼ら
を身代わりとする史料は見られない。だからこそ早々に川島は，新たな身
代わり候補として，市原郡八幡町で醤油醸造業を営む県議会議員（市原郡
選挙区）の市川得三（民自党）の立候補を画策した（『千葉新報』1948年６月
41）　『船橋新聞』1947年３月６日（米国メリーランド大学図書館蔵〈国立国会
図書館憲政資料室蔵〉『ゴードン・W・プランゲ文庫』NF-0279）。
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22日）。しかし実現せず，別の候補を物色しなければならなかった。
　川島の伝記を見ると 42），新たな身代わり候補として，佐久間徹（51歳）
が登場する。佐久間の立候補自体，1948年11月の時点で「確実」とある
（『毎日』1948年11月28日千葉版）。「追放代議士の地盤をもらうとうわさ」と
言う報道だけだが（『朝日』1948年12月25日千葉版），前述の川島の伝記と組
み合わせると，この追放代議士は川島と断定できる。『読売』1948年12月
８日千葉版の通り，12月７日に民自党県支部は選挙対策委員会を開催し，
前述の渋谷と多田の他，佐久間の公認も決定した 43）。今まで複数人の身代
わりを立ててきた川島だが，その数は減っている。推測だが，公職追放が
続く中，川島の政治資金は苦しい状況に追い込まれていたのかもしれな
い。佐久間の当選は，至上命題であった。
　市原郡養老村出身の佐久間は旧川崎財閥と繫がりを持ち（『千葉新報』
1949年１月27日），当時，日本海上火災取締役を務めると共に，学校法人千
葉工業大学理事長の職にあった。「川島からの政治資金をうけて身がわり
となり，他日に川島の追放解除があるまで代議士として在職しているに過
ぎない」 44）との噂が立ち，GHQが川島を厳しく取り調べるなど，佐久間
は川島に依存していた。事実，初当選後，佐久間は「政治家などになるな
どとは考えたこともなかった」と語っており（『毎日』1949年１月27日千葉
版），この時点で身代わりには好都合だった。その佐久間の選挙資金調達
ルートは多様であった。例えば『千葉県報』号外（1949年１月26日）による
と，公職追放中の川島の名がないのは当然だが，佐久間は１次資金
1,169,788円（養老村外四町村青年団6,000円・養老村20,000円・東京都目黒区大岡
42）　林（1959）21頁。
43）　『千葉』1948年12月29日によると，渋谷は京成電鉄の組織票にも支えられ
ていたという。
44）　林（1971）203頁。
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山小学校3,000円・東京都香蘭女学校2,000円など），２次資金6,543,788円（千葉
市の花ヶ崎清一〔商人〕800,000円・千葉市の武本為則〔医師〕120,000円・千葉市
の房総漁業株式会社500,000円・養老村の野口謹彌〔会社員〕270,000円・東京都の
川口信太郎〔会社員〕510,000円・千種村の大村幸男〔会社員〕510,000円など）を
用意したという。
　某 C記者が「市原郡を掌握しているのが非常に強みではないかと思う，
それに皮相かもわからぬが手足のいいのをつかんで東葛飾郡へもかなり食
い込んでいるようだと」と評した通り（『毎日』1949年１月19日千葉版），佐
久間は地元の市原郡，川島の地盤の東葛飾郡に根ざし，「カバンの力」で
有利に戦いを進めた（『千葉』1950年４月３日）。また「日本火災の職組，選
挙区の教員組合，小港鉄道の従業員組合等」 45）の業界票や組織票に支えら
れた「一番有力」な候補だった（『千葉』1948年12月31日）。結果，地元市原
郡21,207票，市川市1,085票，船橋市1,794票，東葛飾郡3,126票を中心に，
合計34,432票の１位で初当選の栄冠をつかんだ。三度，川島は身代わり候
補を代議士へ昇華させることに成功したのである。
　しかし地元市原郡票を当選の原動力とし，複数の選挙資金調達ルートを
持つ佐久間もまた，いつまでも川島の身代わり足り得なかった。例えば後
述する1950年12月千葉県知事選挙の際，川島の盟友川口為之助の推す石橋
信（副知事）に反発し，県議会議長の林英一郎（匝瑳郡選挙区）の擁立を主
張する。また本稿の範囲を越えるが，川島が公職追放解除後に初めて挑む
1952年10月第25回総選挙に立候補してしまう（落選）。川島はここでもま
た，身代わりを失うこととなった。
　一方，公職追放中の成島勇は，「主要食糧の供出」を地元紙『富勢新報』
に寄稿し 46），政府の「昭和23年度主要食糧供出実施要綱」の具体化を主張
45）　「新代議士の横顔」（前掲『再建』1949年３月号）63頁。
46）　『富勢新報』1948年４月15日（前掲『プランゲ文庫』NF-0328）。
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するなど，農村代議士としての矜持を見せていた。その成島は今回も妻憲
子を擁立した。当初は「ノホホンと楽な顔をして」いた憲子だったが（『朝
日』1948年12月25日千葉版），「金城湯池」（『千葉新報』1949年１月27日）かつ
「選挙地盤」（『千葉新報』1948年７月20日）であるはずの東葛飾郡の票が激減
し（21,386票→15,719票），当選圏内予想も（『読売』1949年１月22日朝刊及び
『毎日』1949年１月19日千葉版），12人中７位の26,162票で落選してしまう。
今回の１区の中で最も衝撃の結果で，「番狂わせ」と報じられた（『読売』
1949年１月25日） 47）。落選後，利根開発協会長だった夫の勇の横領及び贈賄
の容疑が発覚し（『読売』1950年９月10日千葉版），最終的に罰金10万円の判
決を控訴せず受け入れ（『読売』1951年６月２日千葉版），厳しい状況に追い
込まれていく。同じ民主党の篠原陸朗は，一切，その名を確認できなかっ
た。また鈴木隆は，「民自党に入ったが鎌倉に在住しているために地方と
の連絡が少なく，いまのところ出馬するかどうかハッキリしない」と曖昧
な状況下（『千葉新報』1948年６月22日），結局は立候補しなかった。しかし，
なおも鈴木は政治の世界と関係を持とうとしており，例えば「国政と県政
の大懇親会」（1949年６月船橋市三田の浜楽園にて開催）に「元代議士」の肩
書で来賓として出席した 48）。
第５章　1950年12月県知事選挙
　前述の通り，1947年４月の県議会議員選挙の結果，川口県政は安定する
はずだった。しかし辻（2015，244・293頁）の指摘する通り，千葉県では知
事提出議案の否決こそないものの，修正可決も多く，必ずしも知事と議会
の関係は安定していなかったという。その象徴的事例は，山村（1988，
47）　ただし，その予兆も存在し，憲子が前回総選挙で当選した理由として，
「もの珍しさ」を指摘する報道もあった（『千葉』1948年12月29日）。
48）　『北総新聞』（前掲『プランゲ文庫』NH-0927）。
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316-318頁）の指摘する通り，既に就任早々，副知事選任過程で発現してい
た。
　1950年10月，知事の川口為之助は自由党（民主自由党と民主党連立派の合
同）の幹部に「春の改選を待たず早い機会に勇退したい」と伝え（『毎日』
1950年10月21日千葉版），半年近い任期を残しての辞意を表明した。川口の
決意は固く，「党が割れても」（『毎日』1950年10月25日千葉版），「老齢と病気」
を理由に（『千葉』1950年10月25日），10月25日，任期途中で知事を辞任する。
川口の意中の後任候補は，副知事として県政を支えた旧友の石橋信であり
（『千葉』1950年10月21日），山村（1988，332頁）の指摘する通り，そのための
任期途中の辞職であった。推測だが，川島正次郎も盟友川口に従い，石橋
支持を考えていたと思われる。しかし党内で候補者選定を巡る対立が発
生。代議士，参議院議員，県議会議員，一般党員，青年部員が参加した総
務会での無記名決選投票の結果，「川口老が陣頭」に立って推した石橋が
43票を獲得し（『千葉』1950年11月５日），35票で県議会議長の林英一郎を打
ち破った。
　対する国民民主党（分裂した民主党と国民協同党の合同）及びそこから離党
した同志クラブ，社会党は「野党三派の推薦」候補として（『千葉』1950年
11月８日），同じく副知事の柴田等（農林官僚出身の元物価庁課長）を共立す
る。この他，日本共産党の萩原中も立候補したが，「共同闘争を申し入れ」
て辞退し（『朝日』1950年12月７日千葉版），柴田に一本化された。前回同様
の保守分裂に加えて，野党共闘の構図となった。
　選挙戦は「川口県政の総仕上げ」を謳う石橋と「納得のいく県政」を謳
う柴田の一騎打ちとなった（『朝日』1950年12月10日千葉版）。ここでは代議
士，地方議員，業界団体の動員が確認できる。例えば『千葉』1950年12月
４日によると，千葉市及び千葉郡では自由党代議士（多田）─県議（吉原
鉄治）─市議団の系列，商工会議所，川口の地盤地域の町村長が動員され，
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石橋を支持した。日本社会党の県議（篠崎長次と元吉重成）─市議団の系列，
労組が柴田を支持した。また『読売』1950年12月１日千葉版によると，自
由党では代議士の多田勇と片岡伊三郎，参議院議員の加納金助，船橋市長
の松本栄一，県議会議員の鶴岡彦八，市議会議員が石橋を支援した。「組
織の石橋，人気の柴田」（『読売』1950年12月１日千葉版）と報じられながら
も，むしろ自由党は，組織よりも個人を介在させた集票に力点を置いてい
たようである。
　結果，船橋市と市川市の「自由党系」の厚い支持を受けた石橋は
319,973票（『千葉』1950年11月６日），「教組，官公庁職組，農協」の業界や
組織の支持を受けた柴田は401,776票を獲得し（『読売』1950年12月８日千葉
版），第２代民選知事の座を勝ち取った。伊藤（1983，313頁）はＢ型（参院
選と知事選）をＡ型（市町長選及び市町村議選─県議選─衆院選）と比べた場
合，選挙地盤は不安定で，動員力も劣り，投票率が低下すると指摘した。
自由党は県議会主流派にもかかわらず，伊藤の指摘通り，敗れたのであ
る。
　このように見ると，川島の盟友川口が全面的に支援した石橋が落選した
ことは，一見，川島の影響力の衰退に繫がる。しかし後述の通り，1951年
４月30日の県議会議員選挙の結果は，それに歯止めをかける環境を整える
こととなった。
第６章　1951年４月統一地方選挙
第１節　市 長 選 挙
【船橋市】
　松本栄一は早い段階から，再出馬に「気乗り薄」と報じられていた（『千
葉』1951年２月10日）。「自由党県支部は勿論，市支部や市民有志側から再出
馬を要請」されていたが（『千葉』1951年３月12日），立候補しなかった。後
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述の通り，この年は川島の追放解除と時期的に重複していたこと，川島の
選挙運動の矢面に立つ覚悟を持っていたことから 49），川島の政界復帰を視
野に入れての決断だった。その代わり，松本は医師で市教育委員会委員長
の高木良雄（自由党）を「後任者」として擁立し（『千葉』1951年４月13日），
自身が「参謀長」（『毎日』1951年４月20日千葉版）と「選挙事務長」（『読売』
1951年４月17日千葉版）を務めた。選挙運動では，日本教職員組合と PTA
が高木を支えた（『千葉』1951年４月20日）。彼は川島─松本の系列に加えて，
市医師会，日本教職員組合，PTAなどの業界票や組織票にも支えられて
いたのである。４月23日，その高木が23,350票で当選した。当選後の高木
は「松本市長の身代り」と評されており（『朝日』1951年４月20日），川島─
松本─高木ラインの存在が窺える。この日は市議会議員選挙も実施され，
無所属19・自由党４・民主党４・社会党２の議席構成で（『毎日』1951年４
月25日千葉版），依然として地方議会の政党化が進展していない中，引き続
き間接的なレベルで，川島の影響力が担保される環境であったといえよ
う。高木の「松本前市長をはじめ市民各位のご指導によって明朗市政の運
営に努力する」とのコメントは（『読売』1951年４月25日），それを物語る。
【市川市】
　当初，県議会議員の福地新作が「民社両党連合」で立候補する予定だっ
たが（『朝日』1951年３月18日），取り止めになり，その「身代り」として前
述の千葉県知事選挙で川口為之助に敗れた織田智が立候補した（『読売』
1951年３月28日千葉版）。旧民政党系で元中山町長の中村勝五郎が織田の選
挙事務長を務めたものの（『読売』1951年４月14日），４月23日，「自由党系
市議」の支援を受けた現職浮谷竹次郎（自由党）が再選された（『読売』
1951年４月21日千葉版）。同日，市議会議員選挙も実施され，無所属32・自
49）　林（1971）211頁。
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由党３・社会党１の議席構成で（『毎日』1951年４月25日千葉版），依然とし
て地方議会の政党化が進展していない中，引き続き川島の影響力が及び難
い浮谷市政が継続されるはずだった。しかし後述の通り，翌年，追放解除
され，川島は政界復帰を果たす。しかも川島は後述の通り，自由党に入党
し，浮谷と同一政党となる。皮肉にも川島との関係が良好でない浮谷の当
選は，市川市政への彼の影響力の波及環境を整えたのである。
【松戸市】
　恩田明は勇退し，県議会議員の坂巻林之助（民主党）が立候補した。坂
巻は戦前期，川島のライバル本多貞次郎の後援会松戸町分会長を務めてお
り，両者の関係は良好でなかった。４月23日，この坂巻が12,656票を獲得
して当選した。同日，市議会議員選挙も実施され，無所属28・自由党１・
社会党１の議席構成で（『毎日』1951年４月25日千葉版），依然として地方議
会の政党化が進展していない中，４年間の坂巻市政が始まり，川島の影響
力の衰退に繋がるはずだった。しかし後述の通り，翌年，川島は追放解除
され，彼は政界復帰を果たす。川島にとって，ギリギリのタイミングとい
えよう。
第２節　県議会議員選挙
　『読売』1951年３月１日千葉版の記事から，極めて興味深い事実が確認
できた。すなわち２月27日の県選出の自由党代議士会で，① 県議会議員
の公認は代議士間で基本線を出す，② 代議士は選挙区の各郡市議会議員
候補の公認を決める，③ 当選確実なものを決める，と決定した。事実上，
代議士が県議会議員から市議会議員に及ぶ候補者選考権を掌握したといえ
よう。代議士による地方議員の系列下は，ここに正当性を得た。
　管見では，４月30日県議会議員選挙の中に戦前派代議士の関与を確認で
きなかった。結果は，定数62議席中，自由党は32議席を占め，単独過半数
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に到達した。以後，山村（1988, 335頁）の指摘する通り，柴田県政は人事
や政策で妥協を強いられていく 50）。加えて後述の通り，翌年，川島は追放
解除され，政界復帰を果たし，自由党に入党する。自身の支持基盤の中か
ら知事を輩出できなくとも，二元代表制の片翼である議会を押さえたこと
で，千葉県政における川島の影響力は，引き続き担保される環境にあった
といえよう。
第７章　戦前派代議士の行く末
　川島正次郎の政界復帰を最も早く報じたのは，『読売』1951年５月３日
千葉版である。この年９月のサンフランシスコ平和条約の締結を背景に，
公職追放が解除されていく。
四月選挙で大勝した自由党は大部分が戦後派で，代議士もまたいわゆ
る広川派と目されるものが圧倒的に多く，茶坊主的存在が多数を占め
ている。吉植氏の政界復帰は老齢のためむずかしいが，川島氏は依
然，いん然たる勢力があるので，一区から出馬すると伝えられ，当選
すれば鳩山，大野ラインにつながる有力メンバーで，現代議士でもあ
る山村新治郎（二区）をはじめ，一年議員中にも山村氏に同調してい
る小高熹郎氏（三区），柳沢義男（一区）らが川島派として台頭するこ
とが見込まれる。また県支部内にも中央情勢を反映して二派に別れ，
川島氏の実力が大きくクローズアップされ，機を見るに敏な戦後派県
議中でも白井博一（新），田中幸之助（自），逆井隆二（再），松本清
（再），林誠悦（新），勝又豊次郎（新）氏らは川島派に走り，戦前派の
萩原村次氏や脱党している郡司幸太郎氏らとも仲間入りするものとみ
50）　功刀（1999）２頁は，知事選挙と議員選挙が異なる結果を示すことを「住
民意思の分裂」と捉えている。
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られ，大きな存在となることが予想される
ここからは，川島が鳩山一郎や大野伴睦の人脈に連なること，県選出の代
議士を束ねるリーダー的存在であること，多くの県議会議員を系列下に置
く人物であることなど，彼の政治的影響力の大きさが読み取れる。公職追
放後，３度の身代わり候補の当選の演出に加えて，その喪失に象徴される
危機的状況を凌ぎ切った川島の復帰は，千葉県政のみならず，中央政界に
大きな意義を持つものであった。川島と鳩山の関係は前述したが，1951年
２月５日，川島は鳩山の下を訪れており 51），その関係性は一定程度，回復
されていたようである。この時，後述の自由党入党が議論されたのであろ
う。事実，県政界「長老」川島は「解除と共に鳩山派として名乗りをあげ
るのではないか」と報じられている（『千葉』1951年６月１日）。川島の存在
感は，際立っていた。
　そして『千葉』1951年６月19日には，「晴れて解除の喜び」なるキャプ
ションで川島の顔写真が掲載され，政界復帰は秒読みになった。結果，６
月26日，川島の追放解除が報じられた（『千葉』1951年６月27日）。「鳩山氏
につながる」川島の政界復帰は（『朝日』1951年６月９日千葉版），「自由党県
支部の大きなテコ」であり（『読売』1951年６月８日千葉版），大きな意義を
持つ。解除後の８月29日，川島は自由党三役の仲介により，旧政友会の赤
城宗徳（茨城県第３区）及び津雲国利（東京都第７区）と共に入党した（『読
売』1951年８月30日朝刊）。ここに真の意味での川島の戦後政治史が始まる。
　一方，1951年２月９日，多田満長が病死する。残された戦前派代議士は
如何なる状況にあったのだろうか。成島勇の場合，「解除後どんな動きを
示すかは明らかでない」と報じられたものの（『千葉』1951年６月１日），そ
51）　伊藤・季武（1999）757頁。
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れなりに期待が高く，「自由党の柳沢義男，渋谷雄太郎ら代議士を危地に
追いやることが予想」されていた（『読売』1951年５月３日千葉版）。成島は
「自由党系」に移りつつあるも（『千葉』1951年６月28日），同時に「県政界
というより民主党の大物としてまた農民の父として県民になじみ深い」と
も報じられており（『読売』1951年６月16日千葉版），その動向は耳目を集め
ていた。成島自身，所属政党に関するコメントは残していないが，追放解
除後は１年生の気持ちで「民主国家建設」に努めたいと述べ，川島同様，
政界復帰を狙っていた（『千葉』1951年６月21日）。しかし７月２日の解除後
（『朝日』1951年７月３日），臼井壮一（千葉県第１区自由党代議士）の回想する
通り，成島は病気で1952年10月第25回総選挙の立候補を断念した 52）。加え
て1953年４月第26回総選挙では改進党（国民民主党の後継政党）から立候補
したものの，６位で落選し，政界に返り咲くことはなかった。
　篠原陸朗は第25回総選挙で改進党から立候補したものの，12人中11位で
落選し，政界引退を迎えた。身代わり候補を当選させることができなかっ
た篠原は，戦前と戦後の架橋に失敗したといえよう。鈴木隆も無所属から
立候補したが，最下位で落選し，以後，政界に返り咲くことはなかった。
お わ り に
　最後に３つの視点から，本稿の分析結果を捉え直したい。
　第１は，総選挙の視点から見た川島正次郎である。千葉県第１区戦前派
代議士の場合，成島勇と川島だけが総選挙で身代わり候補の当選を演出し
た。成島は妻憲子，川島は第22回で藤田栄ら，第23回で渋谷雄太郎と多田
勇，第24回で佐久間徹とその都度に変化を見せつつも，彼らは身代わり候
補を国政の場へと押し上げることに成功した。しかも川島だけが，公職追
52）　自由民主党千葉県支部連合会25年史編集委員会（1982）118頁。
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放の全期間，身代わり候補の当選を演出している。“首の皮一枚”か否か
は別として，いわば総選挙なる機会を梃子に，身代わり代議士なるパイプ
を通して，国政との関係を維持できる環境であり続けた。千葉県第１区で
は，川島だけが戦後政治に復帰するための“資格試験”にパスしたのであ
る。
　第２は，地方選挙の視点から見た川島である。千葉県第１区戦前派代議
士の中で，川島だけが千葉県知事や市長の当選を演出した。千葉県知事の
川口為之助や船橋市長の松本栄一など，戦前期から続く彼らとの政治的紐
帯を持つ川島は，県政や市政に影響力を発揮し得る政治的環境を手にし
た。しかも県議会では，川島が入党する自由党は過半数越えの議席を持つ
ようになった。また市議会では党派化が進んでおらず，その分，妥協と協
調に基づく柔軟な市政運営が可能な環境であった。曽我・待鳥（2007，49
頁）は，首長─議会関係を７つに類型化したが，いずれにせよ地方自治法
が担保した二元代表制の中，選挙を通して，その両方，もしくは片翼を押
さえた川島の存在感は，色褪せることがなかった。
　第３は，パーソナリティーの視点から見た川島である。川島の身代わり
候補は，いずれもその思惑通りには動かなかった。藤田は社会党へ移る。
渋谷や多田は川島から自立した支持基盤を整備する。佐久間は1950年12月
県知事選挙で川島の盟友川口の推す石橋の立候補に反発する。彼らは身代
わり候補ではあったが，身代わり代議士足り得なかった。しかし川島は諦
めず，その都度，新たな身代わり候補の当選を演出し続け，粘り強く「地
盤の維持」 53）に努めた。だからこそ最終的に川島は，戦後政治史の舞台に
登場できたといえよう。
　しかし戦後政治史には，新たな課題があった。例えば川口の「戦後社会
53）　川島正次郎先生追想録編集委員会（1971）338頁。
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組織が複雑になり各種の団体や組織が政治に重大関心を持ってたずさわっ
た結果，従来とは趣の変った結果になった」（『千葉』1950年12月15日）との
回想，同じく「組織の力には何ものも勝てない」（『朝日』1950年12月14日千
葉版）との回想は，今後の川島の方向性を示唆すると共に，本稿で登場し
た各種団体の意義を的確に捉えている。組織票の多寡は別として，この認
識は『千葉』1950年12月16日での某 B記者の指摘，即ち「自由党の有力
者や縁故」に依存した戦前型の選挙運動の限界，さらには組織力や業界団
体の重要性という指摘と軌を一にする。伊藤隆（1983，312頁）は千葉県の
戦後政治史を革新票の伸びと保守票の停滞として捉えたが，だからこそ川
島にとって，組織や団体の支持基盤化は喫緊の問題となった。
　以後，川島は如何にして“選挙構造”の再構築，換言すれば，如何なる
“支持基盤の複線化”に取り組んでいくのであろうか。この点に関連して，
季武（2007，170頁）は次のように指摘する。すなわち1935年から1955年頃，
従来の既成政党の解体の中，保守勢力の候補者は旧派閥領袖らから資金的
援助を受ける一方，地方議員たちと個別的関係（名望家秩序の遺産）を維持
すると共に，個人的な努力できめ細かくかつ多角的に新たな地盤を開拓し
ていくという。例えば川島の場合，前述の通り，戦時期に東京味噌醤油調
味類配給統制組合及び東京酒販組合の理事長を務めており，今後の業界団
体の支持基盤化の可能性も内包していた。今後も戦後の川島の“選挙構
造”の解明を続け，戦前との比較史的考察に取り組んでいきたい。
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